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第
三
節
　
天
真
：
成
法
に
拘
れ
ず
、
独
り
性
霊
を
表
す

　

天
真
は
、
古
く
は
『
荘
子
』「
漁
父
」【
訳
者
注
①
】
に
見
え
る
。

礼
な
る
者
は
、
世
俗
の
為
す
所
な
り
。
真
な
る
者
は
、
天
に
受
く
る
所ゆ

え
ん以

な
り
。
自
然
に
し
て
易か

ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
聖
人
は
天
に
法の
っ
とり

て

真
を
貴
び
、
俗
に
拘か
か

は
ら
ず
。

（
礼
者
、
世
俗
之
所
為
也
。
真
者
、
所
以
受
於
天
也
。
自
然
不
可
易
也
。

故
聖
人
法
天
貴
真
、
不
拘
於
俗
。）

「
礼
」
は
俗
世
間
の
人
が
行
う
こ
と
で
、
こ
の
人
為
的
な
事
柄
は
、
人
間
の
天

性
（
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
）
に
対
し
て
様
々
な
制
約
を
与
え
、「
真
」
は
天
然

（
生
来
備
わ
る
性
質
）
か
ら
生
じ
、
自
然
に
形
成
さ
れ
て
改
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ゆ
え
に
聖
人
は
自
然
か
ら
学
び
、
天
真
を
大
切
に
し
て
、
俗
世
間
の
や

り
方
に
制
限
さ
れ
な
い
。
後
に
、
ま
だ
礼
法
や
俗
世
間
の
影
響
の
無
い
性
質
を

天
真
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
心
の
純
粋
さ
、
性
情
の
素
直
さ
、
拘
束
さ
れ

な
い
自
由
さ
、
飾
っ
た
り
不
自
然
に
す
る
こ
と
が
全
く
な
い
こ
と
を
指
す
よ
う

に
な
っ
た
。

　

天
真
は
、
社
会
や
人
文
領
域
に
幅
広
く
存
在
す
る
性
質
、
芸
術
風
格
で
あ
る
。

唐
詩
に
、
天
真
は
広
く
詠
わ
れ
て
い
る
。

陶
潜
は
天
真
に
任
せ
、
其
の
性
、
頗
る
酒
に
耽
り
ぬ
。

（
陶
潜
任
天
真
、
其
性
頗
耽
酒
。）

　

─
王
維
『
偶
然
作
』
─

古
来
、
万
事
、
天
生
を
貴
ぶ
、
何
ぞ
必
ず
し
も
公
孫
大
娘
、
渾
脱
の
舞
を

要
せ
ん
や
。
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（
古
来
万
事
貴
天
生
、
何
必
要
公
孫
大
娘
渾
脱
舞
。）【
訳
者
注
②
】

　

─
［
伝
］
李
白
『
草
書
歌
行
』
─

劇
談
野
逸
を
憐あ
わ
れむ
、
嗜
酒
、
天
真
を
見
る
。

（
劇
談
憐
野
逸
、
嗜
酒
見
天
真
。）【
訳
者
注
③
】

　

─
杜
甫
『
寄
李
白
』
─

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
天
真
を
褒
め
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
東
晋
時
代
の
大
詩
人

で
あ
る
陶
潜
は
、
天
真
の
性
質
を
鮮
や
か
に
表
現
し
て
お
り
、『
宋
書
』「
陶
潜

伝
」
は
「
其
の
真
率
な
る
こ
と
此
く
の
ご
と
し
（
其
真
率
如
此
）」
と
、
䔥
統

『
陶
淵
明
伝
』
は
、「
真
に
任
せ
自お
の
ずか
ら
得
（
任
真
自
得
）」
と
褒
め
称
え
、
元

好
問
の
『
継
愚
軒
和
党
承
旨
雪
詩
』
は
、
陶
潜
を
評
し
て
「
此
の
翁
、
豈
に
詩

を
作
る
に
、
直た

だ
胸
中
の
天
を
写つ

く
さ
ん
や
（
此
翁
豈
作
詩
、
直
写
胸
中
天
）」

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
陶
潜
の
個
性
や
そ
の
作
品
の
天
真
の
美
に
対

す
る
高
度
な
概
括
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
も
、
よ
り
多
く
の
天
真
の
風
格
美
を
具

体
的
に
表
現
し
て
い
る
。
劉
煕
載
の
『
芸
概
』「
詩
概
」
に
、「（
杜
詩
に
云
く
、

「
人
の
我
が
真
を
嫌
ふ
を
畏
る
」
と
。
ま
た
云
く
、「
直
ち
に
性
情
の
真
な
る
を

取
る
」
と
。
一
に
自
ら
詠
い
、
一
に
人
に
贈
る
。
皆
詩
を
論
じ
る
と
与
ふ
る
無

く
、
然
れ
ど
も
其
の
詩
の
尚
ふ
所
を
知
る
べ
し
。」（
杜
詩
云
、
畏
人
嫌
我
真
。

又
云
、
直
取
性
情
真
。
一
自
詠
、
一
贈
人
。
皆
与
論
詩
無
与
、
然
其
詩
之
所
尚

可
知
。）（【
訳
者
注
④
】）
と
あ
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
杜
甫
の
詩
句
は
、
た
だ
詩
を

論
じ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
詩
が
尊
重
し
、
追
求
す
る
も
の
は
、

紛
れ
も
な
く
「
真
」
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
「
天
真
」
を
書
法
芸
術
の
風
格
美
学
の
一
品
に
立
て
る
が
、
そ
の

内
容
は
個
性
の
天
真
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
芸
術
風
格
の
天
真
も
指
し
て
い
る
。

こ
れ
も
つ
ま
り
「
真
に
任
せ
て
自
か
ら
得
」、「
直
だ
胸
中
の
天
を
写
く
す
」
な

の
で
あ
る
。「
天
真
」
と
対
立
す
る
書
法
芸
術
風
格
は
、
工
巧
、
方
正
、
冲
和

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
真
の
息
吹
に
満
ち
て
い
る
時
代
で
あ
る
。

「
法
」
を
尊
ぶ
唐
代
と
は
異
な
り
、
宋
代
の
書
法
家
は
「
意
」
を
尊
ぶ
。
宋
の

四
大
家
の
中
で
、
書
法
芸
術
の
創
作
に
お
い
て
天
真
の
息
吹
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
の
は
、
蘇
軾
と
米
芾
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
彫
琢
に
頼
ら
な
い
天
真
の
美

に
つ
い
て
は
、
先
人
の
詩
作
に
す
で
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
以
下
の
も
の

が
挙
げ
ら
れ
る
。

蘇
、
黄
の
佳
気
は
天
真
に
本
づ
き
、
姑
射
の
豊
姿
、
塵
に
染
ま
ら
ず
。
筆

軟
ら
か
く
墨
豊
な
れ
ば
皆み
な

妙
に
入
り
、
窮
り
無
き
機
軸
、
清
新
を
出
だ
す
。

（
蘇
黄
佳
気
本
天
真
、
姑
射
豊
姿
不
染
塵
。
筆
軟
墨
豊
皆
入
妙
、
無
窮
機

軸
出
清
新
。）

　

─
劉
墉
『
論
書
絶
句
』
─

坡
翁
の
奇
気
は
本
よ
り
超
倫
、
揮
灑
縦
横
に
し
て
絶
塵
を
欲
す
。
直
だ
晩

年
に
到
り
て
北
海
を
師
と
し
、
更
に
平
淡
に
於
い
て
天
真
見あ
ら
わる
。

（
坡
翁
奇
気
本
超
倫
、
揮
灑
縦
横
欲
絶
塵
。
直
到
晩
年
師
北
海
、
更
於
平
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淡
見
天
真
。）

　

─
王
文
治
『
論
書
絶
句
三
十
首
』
─

蜀
の
縑
識
素
、
烏
糸
の
界
、
米
顛
の
書
は
欧
、
虞
の
派
に
邁
る
。
魏
晋
に

出
入
し
て
天
真
を
醞か
も

し
、
風
檣
陣
馬
絶は
な
はだ
痛
快
た
り
。

（
蜀
縑
識
素
烏
糸
界
、
米
顛
書
邁
欧
虞
派
。
出
入
魏
晋
醞
天
真
、
風
檣
陣

馬
絶
痛
快
。）

　

─
高
士
奇
『
江
邨
銷
夏
録
』「
題
米
芾
蜀
素
帖
」
─

　

ま
ず
蘇
軾
を
論
じ
て
み
よ
う
。
彼
は
「
答
言
上
人
」【
訳
者
注
⑤
】
に
、「
村
の
酒

を
飲
む
ご
と
に
、
酔
後
杖
を
曳
き
脚
を
放
ち
、
遠
近
を
知
ら
ざ
る
も
、
ま
た
曠

然
天
真
な
り
。（
毎
飲
村
酒
、
酔
後
曳
杖
放
脚
、
不
知
遠
近
、
亦
曠
然
天
真
。）」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
蘇
軾
が
自
身
の
性
格
を
表
現
す
る
上
で
の
、
何
も
の

に
も
と
ら
わ
れ
な
い
、
熱
を
上
げ
た
り
興
味
が
な
く
な
る
、
物
事
に
こ
だ
わ
ら

な
い
天
真
爛
漫
さ
を
描
写
し
て
い
る
。
芸
術
風
格
の
上
で
、
彼
の
書
作
は
世
俗

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
法
度
に
縛
ら
れ
な
い
、「
古
人
を
践ふ

ま
ず
（
不
践
古
人
）」

（『
評
草
書
』）【
訳
者
注
⑥
】、
そ
し
て
独
創
的
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
蘇
軾
の

『
石
蒼
舒
酔
墨
堂
』
の
詩
に
「
我
が
書
、
意
も
て
造
り
た
れ
ば
本
よ
り
法
無
し
、

点
画
は
手
に
信ま
か

せ
推
求
す
る
こ
と
煩
し
（
我
書
意
造
本
無
法
、
点
画
信
手
煩
推

求
）」
と
あ
る
。
彼
は
「
筆
を
把
る
に
定
法
無
し
（
把
筆
無
定
法
）」
と
考
え
て

い
る
よ
う
に
、
書
法
に
お
け
る
無
法
を
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
手
に
ま
か
せ

る
こ
と
を
強
調
し
、「
手
に
信ま
か

せ
て
自
然
、
動
き
に
姿
態
有
り
（
信
手
自
然
、

動
有
姿
態
）」（『
題
魯
公
書
草
』）【
訳
者
注
⑦
】
の
書
法
芸
術
を
褒
め
称
え
る
。
こ

こ
か
ら
蘇
軾
の
書
は
「
信
手
書
」
と
称
さ
れ
る
。
彼
は
作
画
で
も
枝
葉
末
節
に

こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
蘇
軾
の
こ
れ
ら
の
主
張
と
創
作
実
践
は
、

も
し
深
く
掘
り
下
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
「
曠
然
天
真
」「
不
問
遠
近

（
遠
近
を
問
わ
ず
）」
の
美
に
通
じ
る
。
ま
た
、
李
沢
厚
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。「
蘇
軾
の
美
学
上
の
追
求
は
質
朴
無
華
（
質
朴
で
飾
り
気
が
な
い
）

で
、
平
淡
自
然
（
あ
っ
さ
り
と
し
て
天
然
）
の
趣
や
味
わ
い
で
あ
る
…
…
矯
揉

造
作
（
わ
ざ
と
ら
し
く
つ
く
ろ
う
こ
と
）
と
装
飾
彫
琢
（
装
飾
し
て
飾
り
た
て

る
こ
と
）
に
反
対
し
、
か
つ
こ
の
一
切
を
大
悟
徹
底
し
た
哲
学
的
倫
理
の
高
さ

ま
で
引
き
上
げ
る
」【
原
注
②
】。
蘇
軾
の
美
学
思
想
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　

李
白
は
『
古
風
』（
其
三
十
五
「
醜
女
来
た
り
て
顰
に
效
ひ
」）
の
中
で
、

「
彫
虫
し
て
天
真
を
喪う
し
なふ
（
彫
虫
喪
天
真
）」
に
反
対
し
、「
一
た
び
成
風
の
斤

を
揮
ふ
こ
と
を
（
一
揮
成
風
斤
）」【
訳
者
注
⑦
】
を
主
張
す
る
。
蘇
軾
の
筆
の
お
も

む
く
ま
ま
に
ま
か
せ
、
手
に
ま
か
せ
る
書
作
は
、「
浩
然
と
し
て
筆
の
之ゆ

か
ん

と
す
る
所
に
聴
く
（
浩
然
聴
筆
之
所
之
）」（『
書
所
作
字
後
』）【
訳
者
注
⑧
】
で
、

李
白
の
詩
作
の
主
張
と
も
一
脈
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
蘇
軾
の
《
黄
州

寒
食
詩
巻
》【
図
版
１
】
を
見
る
と
、
彫
虫
斧
鑿
（
細
か
な
細
工
や
技
巧
を
凝
ら
し

た
あ
と
）
の
痕
跡
が
無
い
上
に
、
矯
揉
造
作
（
改
め
直
し
わ
ざ
と
ら
し
く
す
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る
）
し
た
と
こ
ろ
も
な
く
、
蘇
軾
の
筆
跡
は
、
全
体
を
通
じ
て
手
に
ま
か
せ
て

一
た
び
揮
う
も
の
で
、
例
え
ば
「
年
」
の
長
い
縦
画
、「
秋
」
の
扁
、「
我
」
の

右
側
、「
黄
」
の
左
傾
斜
、「
海
」「
燕
」
の
墨
の
重
々
し
さ
、「
自
」「
雨
」
の

痩
せ
た
筆
画
…
…
ま
さ
に
「
揮
灑
縦
横
に
し
て
塵
欲
を
絶
す
」
で
あ
る
。
文
字

通
り
「
信
手
書
」
に
は
、
形
態
の
異
な
る
文
字
が
形
が
違
っ
て
い
な
が
ら
も
共

存
す
る
と
こ
ろ
に
、
沈
酣
尽
情
（
熱
中
し
て
情
理
を
尽
く
す
）
の
趣
、
天
真
活

発
（
自
然
で
生
き
生
き
と
す
る
）
の
美
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
「
天
下
第
三
の
行
書
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

も
し
、
蘇
軾
の
詩
帖
が
わ
ず
か
な
拘
束
か
ら
も
免
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
彼
の
尺
牘
は
よ
り
一
層
、
揮
灑
自
如
（
自
由
自
在
で
落
ち
着
い
て
い

る
）
と
言
え
る
。
例
え
ば
《
覆
盆
子
帖
》《
渡
海
帖
》《
人
来
得
書
帖
》《
新
歳

展
慶
帖
》
は
、
す
べ
て
ふ
と
書
い
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
わ
き
お
こ
り
、

そ
の
時
に
、
創
作
意
欲
に
か
き
た
て
ら
れ
、
書
き
は
じ
め
れ
ば
す
ぐ
に
出
来
上

が
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
当
時
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
尺
牘
を
書
法
芸
術
の

創
作
と
見
倣
す
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
技
法
の
制
約
や
世
俗
の
影
響
を

受
け
ず
に
、
酣
暢
真
率
（
素
直
さ
が
表
れ
る
）、
逸
趣
横
生
（
す
ぐ
れ
た
趣
が

溢
れ
出
る
）
と
な
り
、
胸
中
の
「
天
」
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
し
、「
書
は

初
め
よ
り
嘉
な
る
に
意
無
け
れ
ば
乃
ち
嘉
な
る
の
み
（
書
初
無
意
于
嘉
乃
嘉
）」

（『
評
草
書
』）【
訳
者
注
⑨
】
を
証
明
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

董
其
昌
の
『
画
禅
室
随
筆
』「
論
用
筆
」
に
、「
書
を
作
る
は
最
も
稜
痕
を
泯

没
し
、
筆
筆
を
し
て
、
絹
素
の
板
刻
様
に
成
さ
し
め
ざ
る
を
要
す
。
東
坡
の
詩

に
書
法
を
論
じ
て
云
ふ
、「
天
真
爛
漫
、
是
れ
吾
が
師
」
と
。
此
の
一
句
は
丹

髄
な
り
。（
作
書
最
要
泯
没
稜
痕
、
不
使
筆
筆
在
絹
素
成
板
刻
様
。
東
坡
詩
論

書
法
云
、
天
真
爛
漫
是
吾
師
。
此
一
句
丹
髄
也
。）」【
訳
者
注
⑩
】
と
あ
り
、
こ
の

論
述
は
、
蘇
軾
の
書
風
に
対
す
る
評
語
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
蘇
軾

は
技
法
や
世
俗
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
た
め
に
、
紙
や
絹
に
書
か
れ
た
筆
跡

に
は
木
版
の
よ
う
な
謹
直
さ
や
わ
ざ
と
ら
し
い
姿
態
も
全
く
無
く
、
心
の
ま
ま
、

筆
の
お
も
む
く
ま
ま
に
ま
か
せ
て
、
自
然
平
淡
、
天
真
爛
漫
の
情
緒
に
満
ち
溢

れ
て
い
る
。
意
も
て
造
り
た
れ
ば
法
無
し
、
天
真
爛
漫
、
こ
れ
ら
は
蘇
軾
の
書

法
芸
術
風
格
美
の
主
要
な
特
徴
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
特
徴
に
よ
っ
て
、
肯
定
、
否
定
の
様
々
な
評
価
が
下
さ

れ
て
い
る
。
蘇
軾
の
書
法
の
や
や
不
十
分
な
部
分
、
ま
た
は
不
十
分
と
も
と
れ

る
部
分
に
つ
い
て
、
後
世
に
は
数
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。

或
は
云
う
「
東
坡
戈
を
作
る
に
多
く
病
筆
を
成
す
」
と
。
又
た
「
腕
著
き

て
筆
臥
す
。
故
に
左
秀
で
右
枯
る
」
と
。
此
れ
又
た
其
の
管
中
、
豹
を
窺

い
、
大
体
を
識
ら
ざ
る
と
見し
め

す
。
殊
に
知
ら
ず
、
西
施
心
を
捧
じ
て
顰
め

ば
、
其
の
病
む
処
と
雖
も
乃
ち
自
か
ら
妍
を
成
す
を
。

（
或
云
東
坡
作
戈
多
成
病
筆
、
又
腕
著
而
筆
臥
、
故
左
秀
右
枯
。
此
又
見
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其
管
中
窺
豹
、
不
識
大
体
。
殊
不
知
西
施
扶
心
而
顰
、
雖
其
病
処
、
乃
自

成
妍
。）【
訳
者
注
⑪
】

　

─
黄
庭
堅
『
跋
東
坡
水
陸
賛
』
─

坡
翁
の
此
の
巻
、�

筆
意
は
徐
季
海
に
似
る
も
、
尤
も
天
真
爛
漫
を
覚お
ぼ

ゆ
な

り
。

（
坡
翁
此
巻
、
筆
意
似
徐
季
海
、
尤
覚
天
真
爛
漫
也
。）

　

─
『
佩
文
斎
書
画
譜
』
巻
七
十
七
「
宋
蘇
軾
養
老
篇
墨
蹟
」
─

公
の
書
、
縦
横
斜
直
、
率
意
に
し
て
成
る
と
雖
も
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
る

無
し
。

（
公
之
書
縦
横
斜
直
、
雖
率
意
而
成
、
無
不
如
意
。）

　

─
同
上
書
、「
宋
蘇
軾
草
書
」
─

坡
公
の
書
、
昔
人
之
を
飛
鴻
戯
海
、
豊
腴
悦
沢
に
比
ぶ
る
も
、
殊
に
禅
機

有
り
。
余
謂
ら
く
、
坡
公
の
天
分
絶
高
、
手
に
随
い
写
し
去
り
、
修
短
度

に
合
せ
ば
、
並
び
に
無
意
の
書
家
に
し
て
、
是
れ
其
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る

処
な
り
。
…
…
然
れ
ど
も
其
の
戈
法
は
殊
に
扁
に
し
て
、
中
鋒
を
用
い
ず
。

…
…
天
趣
横
溢
す
と
雖
も
、
終
に
是
れ
碑
版
の
書
な
ら
ず
。

（
坡
公
書
、
昔
人
比
之
飛
鴻
戯
海
、
而
豊
腴
悦
沢
、
殊
有
禅
機
。
余
謂
坡

公
天
分
絶
高
、
随
手
写
去
、
修
短
合
度
、
並
無
意
為
書
家
、
是
其
不
可
及

処
。
…
…
然
其
戈
法
殊
扁
、
不
用
中
鋒
。
…
…
雖
天
趣
横
溢
、
終
不
是
碑

版
之
書
。）

　

─
銭
泳
『
履
園
叢
話
』
巻
十
一
上
「
書
学�

宋
四
家
書
」
─

坡
老
の
書
は
爛
漫
な
る
こ
と
多
し
、
時
時
歛
鋒
し
て
以
て
散
緩
の
気
を
凝

ら
す
。
裹
筆
の
尚た
っ
とき
は
、
此
れ
よ
り
盛
ん
な
り
。

（
坡
老
書
多
爛
漫
、
時
時
歛
鋒
以
凝
散
緩
之
気
。
裹
筆
之
尚
、
自
此
而

盛
。）

　

─
包
世
臣
『
芸
舟
双
楫
』「
与
呉
煕
載
書
」
─

　

ま
さ
に
些
細
な
言
動
が
大
き
な
波
紋
を
引
き
起
こ
す
か
の
よ
う
で
、
諸
説

様
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
品
評
が
道
理
に
合
う
に
せ
よ
、
合
わ
な
い
に
せ

よ
、
あ
る
い
は
二
つ
の
見
解
が
兼
ね
備
わ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
全
て
が
蘇
軾
の

書
の
天
真
爛
漫
の
風
格
の
出
自
を
示
し
、
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
真
爛

漫
、
意
も
て
造
り
た
れ
ば
法
無
し
、
其
の
性
霊
に
凭よ

る
、
手
に
随
い
写
し
去
る
、

こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
既
成
の
方
法
を
打
ち
破
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
「
法
度
」
の
枠
を
越
え
て
新
意
を
打
ち
立
て
て
い
る
も
の
の
、
至
ら

な
い
点
が
生
じ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
実
に
到
達
で
き

な
い
境
地
で
あ
る
。

　

劉
墉
『
論
書
絶
句
』
の
「
蘇
、
黄
の
佳
気
は
天
真
に
本
づ
く
」
は
、
蘇
軾
の

書
法
風
格
美
か
ら
言
え
ば
、
実
に
単
刀
直
入
で
、
要
点
を
突
い
て
い
る
が
、
黄

庭
堅
の
書
法
か
ら
言
え
ば
、
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
黄
庭
堅
の
行
楷
書

は
、
老
気
横
秋
（
手
慣
れ
て
自
負
心
が
表
れ
る
）【
訳
者
注
⑫
】
の
気
概
に
満
ち
て



─ 101 ─

い
て
、
わ
ざ
と
ら
し
い
姿
態
が
少
し
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
王

澍
は
『
論
書
剩
語
』
に
「
山
谷
老
人
の
書
は
戦
掣
の
筆
多
き
も
、
亦
た
甚
だ
習

気
有
り
」（
山
谷
老
人
書
多
戦
掣
筆
、
亦
甚
有
習
気
）
と
評
し
て
い
る
。
か
え

っ
て
黄
庭
堅
の
草
書
は
独
出
性
霊
（
生
ま
れ
持
っ
た
優
れ
た
性
質
が
表
れ
る
）、

痛
快
淋
漓
（
な
め
ら
か
で
勢
い
が
溢
れ
る
）
で
、
わ
ず
か
に
真
率
の
風
格
美
を

表
わ
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

宋
代
で
、
蘇
軾
の
天
真
爛
漫
に
劣
ら
な
い
の
は
、
黄
庭
堅
で
は
な
く
米
芾
で

あ
る
。
周
星
蓮
の
『
臨
池
管
見
』
に
、「
坡
老
の
筆
は
風
涛
を
挟
ん
で
、
天
真

爛
漫
な
り
。
米
痴
は
竜
の
天
門
に
跳お
ど

り
、
虎
の
鳳
闕
に
臥
す
る
が
ご
と
し
。
二

公
の
書
、
一
時
に
横
絶
し
、
是
れ
一
種
の
豪
傑
の
気
な
り
。（
坡
老
筆
挟
風
涛
、

天
真
爛
漫
。
米
痴
竜
跳
天
門
、
虎
臥
鳳
闕
。
二
公
書
、
横
絶
一
時
、
是
一
種
豪

傑
之
気
。）」
と
あ
り
、
実
際
に
、
蘇
軾
と
米
芾
は
ど
ち
ら
も
書
法
や
世
俗
に
と

ら
わ
れ
な
い
真
趣
‐
書
法
の
天
真
の
美
を
表
現
し
て
い
る
。

　

以
下
、
米
芾
お
よ
び
彼
の
天
真
を
表
現
す
る
「
刷
字
」【
訳
者
注
⑬
】
に
つ
い
て

簡
単
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　

米
芾
は
極
め
て
個
性
の
強
い
芸
術
家
で
あ
る
と
さ
れ
、
潔
癖
、
石
癖
、
書
画

癖
が
あ
り
、
生
涯
些
細
な
事
に
と
ら
わ
れ
ず
、
米
顛
、
米
痴
と
呼
ば
れ
た
【
訳
者

注
⑭
】。
本
質
か
ら
見
れ
ば
、『
銭
氏
私
志
』【
訳
者
注
⑮
】
の
「
俊
人
は
礼
法
を
以
て

拘
は
る
べ
か
ら
ず
（
俊
人
不
可
以
礼
法
拘
）」
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
、

『
荘
子
』「
漁
父
」
の
「
天
に
法
り
て
真
を
貴
び
、
俗
に
拘
は
ら
ず
（
法
天
貴
真
、

不
拘
于
俗
）」
と
完
全
に
一
致
す
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
米
芾

の
書
画
理
論
批
評
に
お
い
て
、
強
調
す
る
基
準
は
「
天
真
」「
真
意
」
で
あ
る
。

米
芾
の
『
画
史
』
に
は
書
画
は
真
趣
を
画
き
表
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
李
成
派
の
山
水
は
「
巧
多
く
し
て
真
意
少
な
し
（
多

巧
少
真
意
）」、
そ
し
て
董
源
、
巨
然
派
は
「
平
淡
天
真
」「
天
真
の
多
き
を
得
」

「
真
率
愛
す
べ
し
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
【
訳
者
注
⑯
】。
ま
た
、《
自
叙
述
学
帖
》

【
訳
者
注
⑰
】
に
は
、「
天
真
よ
り
出
で
て
、
自
然
異
な
れ
り
（
出
於
天
真
、
自
然

異
）」
と
あ
り
、『
海
岳
名
言
』
に
も
裴
休
を
評
し
て
「
率
意
に
て
碑
を
写
す
、

乃
ち
真
趣
有
り
（
率
意
写
碑
、
乃
有
真
趣
）」
と
あ
り
、
ま
た
沈
伝
師
を
「
超

世
の
真
趣
有
り
（
有
超
世
真
趣
）」
と
褒
め
称
え
て
い
る
。
ま
た
、
劉
煕
載
の

『
芸
概
』「
書
概
」
は
、「
裴
公
美
の
書
、
…
…
米
襄
陽
之
を
評
し
て
「
真
率
愛

す
べ
し
」
を
以
て
す
。「
真
率
」
の
二
字
、
最
も
得
難
し
と
為
す
、
陶
の
詩
の

人
に
過
ぐ
る
所
以
は
此
に
在
り
。（
裴
公
美
書
、
…
…
米
襄
陽
評
之
以
真
率
可

愛
、
真
率
二
字
、
最
為
難
得
、
陶
詩
之
所
以
過
人
者
在
此
。）」
と
記
し
て
い
る
。

以
上
の
品
評
を
通
し
て
、
米
芾
の
「
天
真
」
説
、
お
よ
び
「
天
真
」
の
価
値
は

肯
定
さ
れ
て
い
る
。

《
蜀
素
帖
》【
図
版
２
】
は
米
芾
の
天
真
の
風
格
が
表
れ
た
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。

《
蜀
素
帖
》
の
用
筆
は
中
鋒
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
筆
毫
に
よ
っ
て
墨
を
め
ぐ
ら
せ

て
、
常
に
側
鋒
で
筆
勢
を
得
て
、
筆
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
し
て
姿
態
を
求
め
、

正
側
、
偃
仰
、
向
背
、
蔵
露
、
転
折
、
頓
挫
、
枯
潤
な
ど
が
、
相
互
に
補
い
引
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き
立
て
る
こ
と
を
具
体
的
に
表
し
、
踊
る
よ
う
に
生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
が

は
っ
き
り
と
し
て
、
字
格
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
無
作
為
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
南
」
の
横
画
、「
州
」
の
縦
画
、「
清
」
の
さ

ん
ず
い
、「
泉
」
の
右
払
い
、「
輿
」
の
二
つ
の
点
、「
古
」
の
横
画
、
軽
画
、

「
華
」
の
重
筆
…
…
手
に
ま
か
せ
て
書
か
れ
た
一
筆
、
一
字
全
て
に
、
書
家
の

飾
り
気
の
な
い
精
神
が
表
れ
て
い
る
。
試
み
に
作
品
全
体
を
見
る
と
、
ほ
と
ん

ど
が
一
字
の
規
律
を
守
ら
ず
、
平
穏
安
徐
（
お
ち
つ
い
て
穏
や
か
）
の
趣
は
な

く
、
律
意
放
縦
（
心
の
ま
ま
に
随
い
気
ま
ま
）
で
、
規
則
に
と
ら
わ
れ
ず
、
跌

宕
多
変
（
ほ
し
い
ま
ま
で
変
化
が
多
い
）、
天
真
活
脱
（
天
真
を
写
し
だ
す
）

で
、
す
べ
て
筆
で
「
刷
」
し
だ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

米
芾
の
書
法
は
、《
苕
渓
詩
》《
章
侯
帖
》
で
あ
れ
、
ま
た
《
復
官
帖
》《
李

太
師
帖
》
で
あ
れ
、
す
べ
て
に
い
わ
ゆ
る
「
刷
字
」
の
特
色
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
用
筆
の
「
我
れ
独
り
四
面
有
り
（
我
独
有
四
面
）」、

ひ
い
て
は
「
八
面
具
に
備
は
る
（
八
面
具
備
）」【
訳
者
注
⑱
】
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、「
字
の
行
間
は
爛
漫
の
真
趣
に
溢
れ
て
い
る
…
…

彼
は
自
ら
の
美
学
の
理
想
と
書
法
芸
術
の
効
能
、
手
は
心
に
応
ず
、
人
は
書
に

化
す
、「
意
に
随
ひ
て
落
筆
し
、
皆
自
然
。（
随
意
落
筆
、
皆
得
自
然
）」（『
海

岳
名
言
』）」、「
振
迅
す
れ
ば
天
真
、
意
外
に
出
づ
（
振
迅
天
真
出
於
意
外
）」

（『
自
叙
述
学
帖
』）
に
基
づ
い
て
…
…
米
芾
の
書
法
芸
術
の
風
格
美
は
、
一
種

の
自
然
真
率
の
美
で
あ
る
。」
そ
し
て
、
も
し
高
士
奇
「
題
米
芾
蜀
素
帖
」
の

品
評
の
言
葉
で
言
え
ば
、
つ
ま
り
「
魏
晋
に
出
入
し
て
天
真
を
醞
し
、
風
檣
陣

馬
絶
だ
痛
快
な
り
」
で
あ
る
。

　

行
、
草
書
か
ら
篆
書
に
話
題
を
変
え
よ
う
。
大
篆
で
は
、《
散
氏
盤
銘
》【
図

版
３
】
の
風
格
美
も
称
賛
に
値
し
、
そ
の
運
筆
は
勢
に
随
い
、
結
構
や
線
は
気
の

む
く
ま
ま
で
あ
る
。
字
形
は
蜾
匾
篆
【
訳
者
注
⑳
】
で
、
重
心
は
安
定
し
て
い
な
い
。

様
々
な
方
向
に
傾
い
て
い
て
、
自
由
活
発
で
極
め
て
生
命
力
豊
か
で
あ
り
、
姿

態
は
豪
放
で
そ
の
優
れ
た
趣
は
自
然
に
合
致
し
て
、
過
度
に
飾
り
立
て
た
り
、

意
図
し
て
技
巧
を
求
め
な
い
、
金
文
に
お
け
る
真
率
の
美
の
名
品
と
し
て
称
賛

で
き
る
。

　

中
国
書
法
の
歴
史
に
目
を
通
す
と
、
天
真
の
風
格
美
も
普
遍
的
に
芸
術
と
し

て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
甲
骨
文
の
正
真
正
銘
の
雕
琢
、
急
就
章
の

草
率
、
金
文
で
は
《
四
祀
卣
銘
》《
盂
爵
銘
》
の
肥
痩
に
と
ら
わ
れ
な
い
参
差

恣
放
（
不
揃
い
で
ほ
し
い
ま
ま
）、
隷
書
で
は
《
開
通
褒
斜
道
刻
石
》《
郙
閣

頌
》
の
純
露
天
機
（
純
真
な
心
の
表
れ
）、
質
拙
率
真
（
あ
っ
さ
り
と
し
て
飾

り
け
が
な
い
）、
楷
書
で
は
《
嵩
高
霊
廟
碑
》《
鄭
長
猷
造
像
記
》
の
散
発
跣
足

（
バ
ラ
バ
ラ
に
広
が
っ
た
裸
の
足
）
は
、
た
だ
精
神
を
表
し
て
い
る
。
…
…
現

代
の
書
画
篆
刻
の
大
家
、
斉
白
石
の
鉄
筆
の
「
縦
横
歪
倒
に
し
て
天
真
を
貴
ぶ

（
縦
横
歪
倒
貴
天
真
）」（『
答
婁
生
刻
石
兼
示
羅
生
』）
ま
で
、
こ
れ
ら
は
み
な

異
な
る
歴
史
的
条
件
下
に
お
い
て
、
書
体
や
芸
術
形
式
の
異
な
る
個
性
的
表
現

で
あ
る
。
様
々
な
表
現
が
あ
る
天
真
の
美
に
つ
い
て
、
米
芾
《
自
叙
述
学
帖
》
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の
言
葉
を
借
り
て
概
括
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
「
天
真
よ
り
出
で
て
、
自
然
異
な

れ
り
」
で
あ
る
。

【
原
　
注
】

①
李
沢
厚
『
美
の
歴
程
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
版
、
一
六
三
頁
。

②
金
学
智
「
米
芾
書
法
真
趣
論
」（『
書
法
』）
一
九
八
六
年
、
第
二
期
。

【
訳
者
注
】

①
『
荘
子
』「
雑
篇　

漁
父
第
三
十
一
」
に
見
え
る
語
。『
中
国
画
論
大
辞
典
』
の

「
聖
人
法
天
貴
真
、
不
拘
於
俗
」
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
天
」
と
は
す
な
わ
ち
「
自
然
」
で
あ
り
、
万
物
自
然
の
本
来
の
状
態
を
指
す
。

ま
た
「
天
」
は
「
無
為
」
で
あ
り
、
世
俗
の
倫
理
の
色
彩
と
道
徳
の
意
志
を
帯

び
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
天
に
法
り
真
を
貴
ぶ
」
は
荘
子
の
学
問
の
核
心
的
命

題
で
あ
り
、
人
道
と
天
道
の
合
一
を
強
調
し
、
生
命
の
本
質
が
存
在
す
る
中
に

天
道
を
身
を
も
っ
て
悟
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
自
然
無
為
の
人
生
態
度

と
自
然
無
為
の
宇
宙
生
命
の
統
一
を
具
体
的
に
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
道
家
の

「
天
人
合
一
」
の
根
本
的
思
想
の
影
響
下
に
あ
り
、
人
生
の
最
高
の
境
界
と
審

美
の
境
界
を
統
一
し
、
中
国
伝
統
美
学
の
形
成
と
発
展
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
芸
術
創
作
の
中
で
、「
天
に
法
り
真
を
貴
ぶ
」
は
「
大
朴
は
雕
せ
ず
」

の
天
然
の
美
を
尊
び
、
細
々
と
し
て
煩
わ
し
く
、
豪
華
で
過
度
に
飾
り
立
て
た

痕
跡
を
一
切
否
定
す
る
。

②
原
文
は
「
古
来
万
事
貴
天
真
、
何
必
公
孫
大
娘
舞
渾
脱
」
に
つ
く
る
。
諸
本
に
よ

り
改
め
た
。
ま
た
、
金
氏
は
明
・
胡
応
麟
の
『
詩
藪
』
が
当
該
の
詩
を
「
誠
為
偽

作
」
と
偽
作
と
す
る
こ
と
か
ら
、「
こ
の
詩
は
李
白
の
作
と
は
限
ら
な
い
」
と
注

記
し
て
い
る
。（
金
学
智
著
『
中
国
書
法
美
学
』
下
冊
／
江
蘇
文
芸
出
版
社
・
一

九
九
四
年
八
月
、
六
一
〇
頁
）

③
『
杜
少
陵
詩
集
』
巻
八
「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」

④
『
詩
概
』
に
引
か
れ
る
杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
、「
畏
人
嫌
我
真
」
は
「
暇
日
小
園

散
病
、
将
種
秋
菜
、
督
勒
耕
牛
、
兼
書
触
目
」
の
一
節
、「
直
取
性
情
真
」
は

「
贈
王
二
十
四
侍
御
契
四
十
韻
」
の
一
節
で
あ
る
。

⑤
金
氏
は
詩
題
を
「
与
上
言
上
人
書
」
と
す
る
が
、『
蘇
軾
全
集
』
巻
八
十
に
は

「
答
言
上
人
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
蘇
軾
全
集
』
に
従
っ
て
改
め

た
。

⑥
「
吾
書
雖
不
甚
佳
、
然
自
出
新
意
、
不
践
古
人
。
是
一
快
也
。」
と
あ
る
。

⑦
「
昨
日
長
安
安
師
文
、
出
所
蔵
顔
魯
公
興
定
襄
郡
王
書
草
数
紙
。
此
公
他
書
、
尤

為
奇
特
。
信
手
自
然
、
動
有
恣
態
、
乃
知
瓦
注
賢
於
黄
金
、
雖
公
猶
未
免
也
。」

と
見
え
る
。
長
安
の
安
師
文
所
蔵
の
顔
真
卿
の
書
簡
を
見
て
、
無
心
で
書
か
れ
た

草
稿
が
碑
碣
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
一
文
。

⑧
金
氏
は
「
一
揮
成
斧
斤
」
に
つ
く
る
。
諸
本
に
よ
り
改
め
た
。

⑨
王
羲
之
が
書
を
学
ん
で
い
た
王
献
之
の
筆
を
背
後
か
ら
抜
き
取
ろ
う
と
し
た
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
に
つ
い
て
、
蘇
軾
の
『
東
坡
題
跋
』
は
「
僕
以
為
不
然
。



─ 104 ─

知
書
不
在
於
筆
牢
。
浩
然
聴
筆
之
所
之
、
而
不
失
法
度
、
乃
為
得
之
。」
と
述
べ
、

王
羲
之
が
筆
を
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
重
ん
じ
た
理
由
は
献
之
の
心
遣
い
が
筆
に

あ
り
、
行
き
届
い
て
い
た
か
ら
だ
と
す
る
。

⑩
金
氏
は
「
書
初
無
意
于
佳
乃
佳
」
に
つ
く
る
。
諸
本
に
よ
り
改
め
た
。

⑪
金
氏
は
「
稜
痕
」
を
「
棱
痕
」、「
絹
素
」
を
「
紙
素
」
に
作
る
。
諸
本
に
よ
り
改

め
た
。
ま
た
、「
東
坡
詩
論
書
法
云
」
以
下
の
語
は
、
張
弼
（
東
海
）
の
誤
り
で
、

「
蘇
州
別
駕
周
徳
中
以
余
致
仕
居
間
而
称
神
仙
太
守
作
十
種
、
復
之
」
の
七
絶
十

首
中
に
見
え
て
い
る
。

⑫
金
氏
は
「
殊
不
知
西
施
扶
心
而
顰
」
の
「
扶
」
を
「
捧
」
に
作
る
。
諸
本
に
よ
り

改
め
た
。

⑬
黄
庭
堅
の
『
次
韻
徳
孺
恵
貺
秋
字
之
句
』
に
「
少
日
才
華
接
貴
游
、
老
来
忠
義
気

横
秋
」
と
あ
る
。

⑭
米
芾
『
海
岳
名
言
』
に
「
海
岳
各
以
其
人
対
曰
、
蔡
京
不
得
筆
、
蔡
卞
得
筆
而
乏

逸
韻
。
蔡
襄
勒
字
、
沈
遼
排
字
、
黄
庭
堅
描
字
、
蘇
軾
画
字
。
上
復
問
、
卿
書
書

何
。
対
曰
、
臣
書
刷
字
。」
と
あ
る
。
金
氏
は
「
刷
字
」
に
つ
い
て
、

　

米
芾
が
言
う
「
刷
字
」
の
説
は
、
自
画
自
賛
、
中
心
的
な
個
性
を
喧
伝
す
る
言

葉
と
見
な
せ
る
。「
刷
字
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
各
家
の
解
釈
も
異
な
っ
て
い

る
。
明
の
李
日
華
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
刷
字
は
、
本
と
飛
白
の

運
箒
の
義
よ
り
出
づ
、
意
は
肘
に
信
せ
て
腕
に
信
せ
ず
、
指
に
信
せ
て
筆
に
信

せ
ず
、
揮
ひ
て
霍
に
迅
疾
し
、
中
に
枯
潤
を
含
み
、
天
成
の
妙
有
る
は
、
右
軍

の
法
な
り
。」
こ
の
分
析
は
大
方
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
米
芾
に
つ
い
て
言

え
ば
、「
右
軍
の
法
」
と
言
う
よ
り
も
、
主
に
「
太
令
の
法
」
と
言
っ
た
方
が

良
く
、
当
然
彼
は
李
世
民
の
《
温
泉
銘
》
お
よ
び
、
褚
遂
良
、
李
邕
な
ど
の
筆

法
を
吸
収
し
て
い
る
。
補
足
を
要
す
る
の
は
、
米
芾
の
「
刷
字
」
の
美
で
あ
り
、

《
自
叙
帖
》（《
群
玉
堂
帖
》
に
見
え
る
）
に
手
が
か
り
を
探
し
だ
せ
る
。
こ
の

帖
に
は
「
又
た
竹
簡
は
竹
箒
を
以
て
漆
を
行や

る
」
と
あ
る
。
竹
箒
は
基
本
的
に

硬
い
筆
で
あ
る
が
、
そ
の
正
、
側
筆
、
順
、
送
筆
に
は
特
殊
な
軌
道
を
生
じ
さ

せ
る
効
果
が
あ
り
、
漆
を
つ
け
た
後
の
行
筆
は
必
ず
早
く
な
り
、
そ
の
上
ぶ
り

返
し
て
重
く
な
る
と
こ
ろ
、
軽
く
収
め
る
あ
る
い
は
軽
く
落
ち
る
‐
重
く
運
ぶ

‐
軽
く
収
め
る
と
い
っ
た
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
さ
ら
に
「
中
に
枯
潤
を
含

む
」
の
趣
が
多
い
。
例
え
ば
米
芾
の
《
自
叙
帖
》
の
、「
師
宜
官
」「
碑
是
な

り
」「
文
」
文
字
な
ど
は
、
ま
さ
し
く
「
中
に
枯
潤
を
含
む
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
程
度
で
「
飛
伯
運
箒
」「
竹
帚
行
漆
」
の
趣
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

上
、
彼
の
字
は
生
き
生
き
と
し
て
躍
動
し
、
字
格
に
と
ら
わ
れ
ず
、
筆
を
重
ね

て
筆
毫
を
補
う
（「
鼓
」
字
）、
あ
る
い
は
軽
く
落
筆
し
て
速
や
か
に
筆
を
引
き

上
げ
る
（「
楚
」
字
）、
筆
鋒
を
画
の
中
に
蔵
す
（「
咀
」
字
）、
側
筆
で
姿
態
を

取
る
（「
方
」
字
）
…
し
か
し
な
が
ら
、
全
て
の
文
字
が
ほ
と
ん
ど
「
刷
」
り

出
し
た
も
の
で
、《
章
侯
帖
》《
蜀
素
帖
》
は
同
様
の
も
の
で
あ
る
。（
金
学
智

著
『
中
国
書
法
美
学
』「
題
三
節
：
由
己
性
、
用
筆
、
使
墨
の
主
体
的
個
性
の

選
択
」
上
冊
、
江
蘇
文
芸
出
版
社
・
一
九
九
四
年
八
月
、
二
一
四
‐
二
一
五
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頁
）

　

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
白
砥
氏
は
刷
字
に
つ
い
て
、

「
刷
字
」
は
米
老
が
提
起
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
最
初
に
自
ら
実
践
し
た
も
の

で
は
な
い
。
今
日
の
考
古
学
で
発
見
さ
れ
た
簡
牘
文
字
は
、
用
筆
は
率
意
で
、

米
公
の
下
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
刷
字
」
に

は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
書
法
を
知
ら
な
い
者
に
よ
る
大
胆
で
思
い
切
っ
た
も

の
。（
多
く
の
簡
牘
の
書
、
お
よ
び
現
代
書
壇
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
書
法
）

も
う
一
つ
は
字
法
、
章
法
を
研
究
し
、
た
だ
用
筆
の
み
を
大
い
に
開
放
す
る
も

の
で
あ
る
。
米
芾
が
世
に
残
し
た
大
量
の
書
跡
か
ら
見
れ
ば
、
自
ら
述
べ
る

「
刷
」
は
、
ま
さ
に
「
法
を
残
し
て
刷
る
」
も
の
で
、
つ
ま
り
「
刷
字
」
の
第

二
類
に
属
す
る
。

　

と
述
べ
、
書
道
史
上
に
は
二
種
類
の
「
刷
字
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。（「〝
刷
字
〟

の
美
学
特
徴
お
よ
び
価
値
の
簡
論
」
／
『
書
法
文
庫
』
美
的
沈
思
‐
美
学
篇
、
上

海
書
画
出
版
社
・
二
〇
〇
八
年
一
月
）

⑮
宋
の
朱
熹
や
明
の
項
穆
ら
の
書
法
理
論
の
根
幹
に
は
中
国
の
伝
統
的
な
倫
理
観
が

あ
り
、
書
の
正
統
性
を
重
ん
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
米
芾
の
個

性
の
強
さ
や
風
変
り
な
性
格
は
彼
の
書
法
と
結
び
付
け
ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
て

い
る
と
い
え
な
い
。

⑯
宋
・
銭
世
昭
『
銭
氏
私
誌
』

⑰
米
芾
『
画
史
』
中
の
李
成
、
董
源
、
巨
然
に
対
す
る
評
語
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

　

李
成
淡
墨
如
夢
霧
中
、
石
如
雲
動
、
多
巧
少
真
意
。

　

巨
然
師
董
源
、
今
世
多
有
本
、
嵐
気
清
潤
、
布
景
得
天
真
多
。

　

巨
然
少
年
時
多
作
礬
頭
、
老
年
平
淡
趣
高
。

　

董
源
平
淡
天
真
、
多
唐
無
此
、
品
在
畢
宏
上
。
…
不
装
巧
趣
、
皆
得
天
真
、
…

　

董
源
峯
頂
不
工
、
絶
澗
危
径
、
幽
壑
荒
迥
、
率
多
真
意
。

⑱
《
自
叙
述
学
帖
》（《
学
書
帖
》）
は
《
群
玉
堂
米
帖
》（《
閲
古
堂
帖
》）
十
巻
の
巻

八
に
刻
入
さ
れ
て
い
る
。《
群
玉
堂
帖
》
は
宋
の
宰
相
、
韓
侂
冑
が
家
蔵
の
墨
蹟

を
刻
し
た
も
の
。
始
め
《
閲
古
堂
帖
》
と
い
っ
た
が
、
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）

に
石
が
内
府
に
収
め
ら
れ
た
際
に
《
群
玉
堂
帖
》
と
名
付
け
ら
れ
た
。（
宇
野
雪

村
『
法
帖
事
典
』
上
、
雄
山
閣
出
版
・
一
九
八
四
年
八
月
、
八
六
‐
八
七
頁
参

照
）

⑲
「
四
面
」
は
『
宣
和
書
譜
』
巻
十
二
、
米
芾
の
条
に
、「
自
謂
善
書
者
只
得
一
筆
、

我
独
有
四
面
」
と
あ
り
、「
八
面
」
は
米
芾
『
海
岳
名
言
』
に
「
字
之
八
面
、
唯

尚
真
楷
見
之
。
大
小
各
自
有
分
。」
と
あ
る
。
金
氏
は
「
四
面
」「
八
面
」
を
米
芾

の
書
法
理
論
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
こ
れ
は
米
芾
が
自
ら
の
「
垂
る
る
と
し
て
縮
ま
ら
ざ
る
は
な
く
、
往
く

と
し
て
収
ま
ら
ざ
る
は
な
し
」
の
説
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
展
開
し
た

も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
…
米
芾
の
書
法
に
お
け
る
創
作
実
践
か
ら
み
れ

ば
、
一
つ
一
つ
の
下
筆
ご
と
に
、
往
き
て
復
ら
ざ
る
な
く
、
垂
る
る
と
し
て
縮
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ま
ら
ざ
る
な
く
、
す
べ
て
力
を
画
の
末
端
、
ま
た
四
方
八
方
に
注
ぐ
、
意
を
極

め
て
ほ
し
い
ま
ま
に
ゆ
く
、
力
を
尽
し
て
移
る
、
回
互
流
転
の
勢
い
が
あ
る
、

こ
れ
は
力
の
表
現
で
あ
り
、
力
の
舞
踏
な
の
で
あ
る
。
彼
の
点
画
は
、
形
象
が

豊
富
、
姿
態
が
多
様
、
非
常
に
不
思
議
な
変
化
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、

人
々
か
ら
「
八
面
生
姿
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
。
米
芾
も
さ
ら
に
自
ら
そ
の
我

れ
独
り
四
面
有
り
を
顕
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
筆
で
四
面
に
行
き
届
か
せ
、

八
面
を
と
も
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
美
学
の
特
色
は
側
鋒
や
蔵
鋒
に

具
体
的
に
表
現
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
露
鋒
に
表
現
で
き
る
…
米
書
の
用
筆
か

ら
見
れ
ば
、
そ
の
行
留
、
提
按
、
転
折
、
反
翻
は
、
み
な
八
面
全
て
を
完
全
な

も
の
に
す
る
こ
と
に
意
を
注
げ
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
筆
意
を
豊
富
に
、
姿
態
を
多

様
に
、
さ
ら
に
結
体
の
様
相
は
多
種
多
様
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
は
米
芾
の
歴
史
に
対
す
る
書
法
芸
術
美
に
お
け
る
偉
大
に
し
て
新
た
な
貢

献
で
あ
る
。

　
（
金
学
智
著
『
中
国
書
法
美
学
』「
題
三
節
：
由
己
性
、
用
筆
、
使
墨
の
主
体
的
個

性
の
選
択
」
上
冊
、
江
蘇
文
芸
出
版
社
・
一
九
九
四
年
八
月
、
二
一
六
頁
）

⑳
象
形
文
字
の
一
種
。「
蝸
篆
」「
蜾
篆
」
と
も
い
う
。『
中
国
書
論
辞
典
』
に
は
、

「
聖
王
禹
が
伏
羲
の
龍
画
を
変
化
さ
せ
て
蜾
の
形
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

唐
の
徐
季
海
、
江
南
の
李
楚
金
ら
が
こ
れ
を
小
篆
に
利
用
し
て
、「
蜾
匾
篆
」
と

名
付
け
た
」
と
あ
る
。

【
図
　
版
】

１．宋・蘇軾《黄州寒食詩巻》
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